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1.ほ し が 与

り"製材事業た於て目立抜術為さ鹿大なる役割をなすことは今更言 うまでも無V,事であるが,従来
･:.:･

の目立方法は一般に経験にのみ依る事が多く,理科こ乏しく,従･?て普遍性がない日

か ゝる魂庚に於て,目立作業の刊では最も理論的で普遍性を持つはづの自動帯鋸目立磯によZ>

歯型の形成に-jいて考えてみるに,=自動帯鋸目立磯に襲って所要の鋸歯塾を作成せんとする場
｢終

令,目立横のカムを稜 に々調節し希望す季歯型の現牲早道実際に鋸身を研磨する必要があつだ'l

従って "目立工が充分なる観察の紗 掛を依らずしてカムを削 り直せし為;蓬にカムの調節に耽☆
って出て来る歯型庭全 く振乱に陥らしめしことも珍らしからずりと言うような状態である.

-Fig.I
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木 材 研 究 第7号 (昭鮎)

叢に簡単な考察ではあるが,自動帯鋸双目立機による歯型の形成について,その形成の過程を

一例をとって解析し,一版の御批判,御助言を得たいと思う次第である.

胤 本研究の概要は,昭和25年 11月3日,日本林学会関西支部創立記念研究発表会に於て発

表した.

2.歯型を決定する因子

自動目立機による帯鋸匁の歯型の形成については二次元的に考えてよい.二次元的な歯型を決

定する因子は攻の如きものである.

a)ピッチ P

b)歯喉角 ∂
C)歯 高 h

d)菌床の丸味牛径 rj,r･i

e)菌床線の長さ l ■

fl′歯脊角 γ｡

g)歯青線の盛 り k÷〉

以下之等の因子について夫々考察を加えて見よう.

3･自動目立磯の構造

現在の自動帯鋸双日立磯は回転金剛砂砥石

寒式のものが大部分電占め,往復鐘式等のも

のはほとんどない.

回転金剛砂砥石牽式のものでも,細部につ

いては製造者により程々のものがあるが,し

かし真の機構は原理的に言つで同じであるか

ら,一一一例によって系統画を Fig,2に示して

説明すれば攻の如くである.

軸Bをプ-レ-Aによってモータ-或は中

間軸より駆動する/,軸Bの回転はプr-レーC

を経て鋸匁を研削する金剛砂Kを有する軸Ⅰ

に伝わる.-一方軸Bの回転はウオ-ムD,ウ

ォームホイ-ルE妄経て二偶のカムG,Hを

有する軸Fに伝わる.

i(･kについては今仮 りに次の如く考えたが如何であろう.

｢歯頂より円 r1,に引いた切線 と,それに卒行に.歯脊緑に引いた切線 との平行置巨髄を, 歯青線の盛 りkと

す る.｣
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杉原 :_自動目立磯による帯鋸及歯型の形成について

かやGは庫0に於いて機体'･/1日串に回転しうるようrLとりつけられた棒Nに揺動運動を与え,

樺Nの Olに於いて金剛砂Kを有する枠Jと結ばれる.枠JはNの播動運動につ.･TLて機体にとり

つけ･.られ牢ガイ下に沿うて上下する.枠J従って金剛砂Kと棒Nとの関係位竃はJにつV,ている

ねぢMにより調節されろ.亦ねぢ声と磯体に固定されたストッパ-Z,tこより枠J従って金剛砂e}

最降下点が調節される.-

カムHはRに於いて機体に取付けられた棒Pに揺動運動を与え,之の揺動運動は連結棒S,･TL

を経て鋸匁選 りの爪でを有するブロックWに往復運動を与える.爪Yの位選ばぬぢⅩにより微動

調節が出来る.

4.ピ ッ チ

･歯披作業によって大体の型の用来た歯型は 日立作業広より如何に加工修正 され,るのであろう

か.

発ずピッチから考えてみよう.

注目すべTきことは金剛砂Kの上下 -

位軍と選一りの爪Y'の往復位濃との関

係によ?てt-1ッチPの修正加工の横

様が異なることである.

a) 金剛砂Kの上下線位置1･K.K｡

と送りの爪Yの最前進点 Y】Ylと

が一致する場合.

之机は現在各製造者により採用さ

れ七いる横棒でその関係位濃を図示

すれば Fig.3の如 くなる.

此の場合は Fig.3(C)に示した

如 く金剛砂は常に一定の位琶 K｡Ko

を上下し, 爪 Y-は常に一定の位置

YIY2問を動くから歯はそのピッチ

の大いさ P,aq如何に拘らず,其

の歯喉線は YIYlの位置正来 り,

従って常に K.K｡と YIYl とのす

At∂Pだけ研即されて Pnは亦 P/i

としてそのま1変化なく残って透ら

れて行 く.即ちピッチに P】,P2-

-,P,る･--,P7nとむらがあっても

目立研創によってそのむらは変化な
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木 材 研'党 葬7号 -(昭26)I 5

く研削後もやはりピッチに P】,P2,--･･･Pn,-･･･, Pmとむらが残ることになる.何度研削を繰

返しても同じである.

然し,金剛藤 と送 りの爪との最終点に於ける位濃は常に変化しないめであるから歯頂,歯菅

級,歯脊角等はすべての歯について一様にするpように加工修正されて行 く.唯,歯底部はピッチ

のむらによって影響され一定の形とはならない.従って歯喉面積も一定とならない.

b) 金剛砂 Kの上下線位置 KoK.と送り･のTRtYの最前進点 Yl-Ylとの題灘が ピ.ツチPなる

場合.

此の場合を囲解す拙まFig.4の如くなる.即ち此の場合は a)の場合より爪Yの位竃を1ピ

ッチずらせて後退させた場合である.

図に於いて (a}より(b)へ移って歯 T2 は P2だけ移動せしめられる.即ち図 (C)に於い

て YIYlの位蔽 (-fの最前進位

寵)にあ った T2の歯喉線は P2

だけ移 動 雇 しめられてY.Y.の位

竃t/羊来 る . この時金剛砂Kの上下

位麓 K .K ｡ とYoY.とのずれを

∂P･i(一 般 に は ∂P,Jとし,歯 Tri

の歯喉 が 研 倒 される場合,即ち図

(C)の 如 く Y｡Y｡が K｡K｡よ

り右に あ る 場 合は

Fig･4

ッ三言 8:P･fSiLWOv?三言KoYlはピ 十々
P,i-p-∂P･i

となLる.
-一般に ---tT._ノ
PJl-p-8P,7%
とする.
さて歯で望は∂P2だけ研倒され
て ピ ッチ P･2は
P2-∂P2-P

之な るが,攻に T｡はピ ッチ P3だ

け移動 して

P>P3

竃_らば
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砂原 ･.目立磯による自動符節及歯型の形成について

P3-p-∂P3

だけ研削されるから,P2は結局

P2-∂P2+∂P3-P12

となる.

しかし,今もL

P≦P3 即ち SP3≧0

ならば,T3 は研削されず , P3はそのま1P｡で残 り

P2-∂P占-PI

となった P2もそのま 1で

P2l-P2-∂P･1-P

となる.

-一般に歯 TJJ石について考えるならば

pn≧p なるときはピッチに何等変化な く

P湖くP なるときは Pn とP州 とに変化を生じ

P/.i,-1･･Pn-】-3Pn-1+∂P･n

PIJも:P･,3-∂P)も十∂P･78+】

となる.但し,oT･nJ,∂P･)石,∂P,i+l がいづれも負なる琴合であり, 正なると考は P'n-',P'クあ

に対しては0として働 く.一般に ∂P押>0 のときは P′n-】,､P/nに対しては0として働 くこと

になる.

か くして,Pl,P･1,P3,

PJl-P】-∂Pl+∂P∠

P12-P2-∂P2+∂P3

P,Tbなるm個の歯よりなる鋸双は一一回の研別により

Pl//a-P〝も-∂Pm+SPl

とな,り,更にk回の研削の結果はー
k k-] k-1 k-l
Pl-P1-∂Pl+∂P2
k k-】 k-【 k-】
P2-P･1--∂P2十∂P:i

k k-1 k-】 k.-】
P,,,i千Pm -∂P,,i+∂P l

と表わされることになる. ｣,

さて PIn-P･73-8Pl.n+∂P耽+1 について考えるに

5
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木 材 研 -究 一輝7号 (昭26)

1) Pn>pの場合

SP>0であるからPIJmに対しては 0 として働き

P･n-∂Pn-P (>P)

であり

P1,だP指+SPpn+1

となる.しかるに PI･nに対して ∂P.･l+1は常に ∂P,Ji≦0 として働 くから

Pr/3≦P･,ち

即ち Pノ～>Pなる場合は Pl7古≦Pnとな り,Plmは ∂Pn,∂P7～,がいずれも正で且

21∂P訂 く I∂P73+ll

ならざる限 り,Prn は Pn よりもPに近くたる.

2),P,b≦ P たる場合

Pljも-Plb-∂P･,a+∂P･,け 1

-P+∂Pn+1

であり,P'.Qに対して ∂P,i+】は常に ∂P･n+1≦0 とレて働 くから

PJ≦P

であり,∂P･)も,∂PTL+1がいずれも負で且

l∂P訂くlSPn+lt

ならざる限 りPlraは P78よりもPに.近 くなる.
I(-1 汰-I

以上 1),2)を通じて考えるに ∂P,l,∂P･n+1が同じ符号で,且
1(-1 k-1 k-1 k-I

21∂P訂<lSPrn+】l或は t∂P,alくlSP,L+ユー

となることは確率的に言って小であるから

Pl, Pfl, P21,･･･-,Pたl

Pこ,P2†,P22,･･･-,Pた2

P"i,Plm,P2m,-･･･,Ph‥7′も

なる各数列はkが大となるにつれて結局はすべてPに堰欲して行 く.9即ちピッチのむらは修正さ

れて一-様な値pとなる.

更に歯頂,歯青線,歯菅角等はすべての歯につltJlて- ･一様に加工修正さITt,すべて∴定q)歯型を

有する餌匁となる.

C) 其の他の場合

b)の場合より吏7.1CYを1ピッチPだけ後退させた場合は b)の場合と同様にして,連続せる

等しいと言うことになる.

6



砂原 :自動首立横によ"'8苛鋸及歯型の形成について

次に逆にYを1ピッチ或は2ピッチ前進させたらどうなるかと言うに,1ピッチ前進させて匁

を選 りつ 1且つ研削を行うことは機構上不可能であり,2ピ ッチ前進させた場合は,上述の2ピ

ッチ後返させる場合と同じ結果とたる.

侍本稿及び附図ではすべてピッチPを単位にとって他の寸度をえがいてある.

5･歯 , 喉･ 角

'歯喉角は金剛砂を有する枠Jがそれに滑って上下運動をするガイ′下の傾き隼よって決定され

る.そしてこのガイ下の傾きは或範囲で任意に変えられるように卑っていa.

此の歯喉角 Sは後述の式 (9)に示す如く歯青線の形に影響をあたえ声.

歯喉線を示す式は後述の式 (12)

Y- 孟 T3 (xサ ーra′)十品
で表わされる.

但し注意すべき事は,金剛砂が歯喉を研削する場合一側面でのみ研削をするのであるから,匁

を送る方向に研削中にカが加って,双の押えが充分でないときは研削の最中に少しづ 1匁が造ら

れ,所要の歯喉線とは興って来ることである.

現在これに対しては唯,匁を板ばねで押えてY,るだけであり,特別の対策はとられてV強 いよ

うであるが一考を要する事であると思う.

相本稿では特にととわりなき限 り歯喉角Sを

tan∂-与 ∂≒1402･

としてV､る.

6｡歯
4-r･L
向

歯高は双の水平位濃が定まれば;金剛砂Kがガイ下に拾うてどこまで降下するかと言うことに

ょっ七決定される.の最降下点を定めるのがねぢLとストッパ-Zである.一方歯頂をつらぬる

線は 4･にのべた如く一定直線とたる筈であるから, 歯高は之の歯頂匿対してカ田城することによ

り定められる.

現今用いられている普通の歯型の歯高hはピッチPに対しで

教 示 k-喜-与～与 e

硬 木 k-喜-与諸

である.
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木 材 研 究 鰐7号 (昭26)

7･歯 底 線 の1形 成

普通の歯型では直線部分 1なるものは表われず,金剛砂端野の断面にある丸味によってつけら

れる歯底紋そのま｣とたって早るが,特別の丸味をつけようとす:;'tばカムをそれ喧嘩ずるように

造らぬぼならない.

本稿及び附図に於いては之の金剛砂端株断面の牛径 ri, ,r2を簡単のためにどちらもピッチP

の‡としてとってある.
'次にピッチと歯高との関係或は歯脊角等の関係によって歯高が特別小さくなるとき,菌床広水

平硬練部分を設ける.､それに榛 ,Fig.2に於け■るLとZとを働かせて金剛砂が其の得んとする歯

医敏に達したとき,カム､の回転につれて,より降下%rんJとするのをス十,yパ-Zで受止めてガム

が回転をつ けゞて再びその高さに達するまでその位竃に置 く,二方造 りはそのま1働かせておけ

ば之の金剛砂が簿下を停止している間に透られた部分は水平直線部分となえ.而してカリ る歯型

は督木の如き硯材を挽 くにあたって,特に歯に強度を必要とするような時に採用される.-その例

として附図 Fig.11がある.

8･歯 習 練 の 形 成

歯青線従って亦歯脊角はカムG,Hにより与えられるYとKとの運動の組合せとして定まる.

故に先ずカムG及びHにより与えられる運動を調べ,次に此の二つめ運動の組合せの結果とし

て歯常緑が如何様になるかを調べよう.

a) カムによB)輿えられる運動

普通目立横に用いられるカムは円形偏心カム

であるか或は その一部を刷ったものであるか

ら,以丁円形偏心カムが如何なる運動を与える

かを考察する.

Fig.5に於いて;カムGを取 りNが最低点

にある位置より考える.カムGの中心をA,年

経を r｡,軸FがカムGをつらぬく点をBとす

れば,偏心距離はABである.

Fig.5

jrB=b.

とする.

さてカムGが図の如き位置より時計の針と夜対方向に βだ柱野乾し卑 ㌻とき即ち図の BBTが

BOllの位置に来たときの1)フトをB点より測ったものを rβとすれば

rβニーbcosβ+Jrb'1-b'isin-1β

8



砂原 :自動目立磯による帯鋸及歯型の形成について

と表わされ, 従って金剛砂Kがガイ■ド板 葺うた移動距離 r′βは之を∵定の比で拡大或は縮少し

たものとた箪∴之り一定の比をFLbとすれば

r′β-jubrβ-.丁.b′cosβ+

但し b′-FLβb,･rb'-〒iLrb,rb･
C.

となる.

カムHによ,り畠 田こあたえられる運動も同様にして

rta--a′cosα+V(r盗a′-

但し a′-FLaa,ra'･=Par_a

と表わされる.
I pA

b) 歯青線麦表す式 (1){金剛砂の厚さを考えない場合)

今送 り運動方向をⅩ軸に,之れに垂直方向をY軸にとる.軸Fの回転角を0とし,カムGとff

との最高位童と最前進位竃とのずれの角をEとすれば,歯喉角 ∂従って金剛砂Kの往復方向を考

鳳し七,歯青線を表す式はβの媒介変数方程式として

玄互に

Ⅹ-A(e)+B(0)sin∂

y- ㌦B(0)cos∂

A(e)ニーa/cosO+1/云戸二商 議預

B(0)--blcos(0十e)+ -b!LfZsin'Z(0十e)∫
-- -･-----･(5)

となる.

従って此の場合の歯脊角 γ｡は,歯頂が β-β｡であたえられるとずるならば
′'ヽ

taTγO-(dd7y)o=bo(董廟 麗 -I･･2-7･･.･;･････:････:･･∴･(6)

茶に A'(e)I,EI(0)は A(e),B(C)を夫々Cで検分したもので,

Ar(0)-
l
′-
く

1
.

♂n■tlSa

cos♂

L
e
ltcd

nⅦ
ト
ロ

′

-v
l

Bl(e)-b'sin(0+E)Hr′--ヽ･t

-sin2β

cr)S(♂+ど)
訂"HrtLu′-Y

L3

によって与えられる.

C) 歯青線麦表す式 (ⅠⅠ)(金剛砂の厚さを考えた場合)

次に金剛砂の厚さを老えに入れた場合は如何になるセぁろうか.

'金剛砂の琴線の丸埠を隼田と考え之の年径牢 rtキすれば,･か くして生じる歯青線は中心が b)

に書いた式 (4)で表わされる曲線上を動 く年径 rの円の包絡線とたる.

9



木 材 研 究1欝7号ー(昭26)

而うして,円め包絡線については-椴に相対

応する点に於げろ,包絡線の切線と中心の執政

に対する切線は平行であるから此の場合に生ず

る歯青線の傾きは (6)と同じぐ

tanγ諸 第 ･ 二

cos∂

･･芸等 sin∂

--･-(8)

と表わされ.

かくして求むる歯青線を表す式は

Ⅹ-A(0)+B(0)sin首+rsinγ

y--. B(0)cos8-rcosT

となる､.

弓矢に歯脊角 γ.老求めよう∴

歯頂は歯脊練と歯喉線との交点として与えられるから発や歯-

喉線の式を求めねばならない.

中ig.7に於いて卸鱗 はMN である. そして その傾きは
＼
1/tan∂であるから点Mの坐標を知ればよい.

点Mの坐標は点0の坐標をⅩ｡,Y.とすれば

ⅩM-Ⅹ.-rCOS∂

YIT1--Y.+rsin∂i
--------- -(10)

ii
5
i
i
iiii

--･(9)

而うして Ⅹ｡,Y｡は式 (4)に於て 0-7Tと置いた Ⅹ,yの値であるから

Ⅹ｡=-a/+rα′+b/

y.- b'

(∫＼
COS

(
cosE+(rゎノ盲7

_C,.･..2Jsin♂

)'i
である.

之れより歯喉線の式として

y-tiB(Ⅹ-a<-ra′).盲扇
r

-sin2EC(is♂
･･････････････- ･(1キ)

を得る.

従って式 (9)と式 (12)とを解いて 之紅を満足する O-が Ooである･然しながら実際に (9)

と (12)とを解 くことは困難であるから,図的に或は途次近似法で求めればよい･

9.歯 型 の 考 察

8に得た歯脊線及び歯脊角を表す式を陳 として種/沌 る煉件によって得られる歯型 をえがき

吟味してみよう.

10



移原 :自動 目立磯による帯鋸及歯型の形成について

前にも述べた如 く寸度はピッチPを:単位にとり且つ塗 りの爪の往復距離 2lalを

2aJ-1.5P 従って

を取って- - B'--A,ri -V｡け昔 =ybと記すことにする･

′

a)コ歯喉角∂の影響

e-o･A-与 ya- yb
なる場合についてSの影響を見るに,歯脊角は

1 ,cos∂
tanγ-‥
-JL-

一一一"' 21+与sin8-

となり,歯青線は直線となって

y==tanγⅩ-
.r
COS･γ

lと表われる.

(8)1号こよってSを,OQ･から 300まで変えたと

き tanγが如何に変化するか を示 した ものが

Fig.8である.

Sの及ぼす影響は要す-るに直角坐横軸のうちy-

軸が6だけ傾いた場合の坐棟変換と同じセあ早.I

b))の影響

)は歯青線の大体の傾きを決定するやのであり

e-0,8-0,ya-yb

とすれば (8),(9)式は夫々

tanT-A

y-)LX-rヽ!丁子了豆

.,l
ll
L
l
一

′
bo'

l

～

Q
J

レ
8
0
･

=

=

川

田t

'o' /0㌦ ･20' 50'

となり,tanγは一定で歯青線の傾きは )によって決定される.

樽歯青線が直線､となるための俸件は-_

i-0,ya-yb

である.

c) Eの影響

･-o･A-与ya-yb-3
として Eを-200,-loo,00,100,200克 とうて歯青線及び tantについてその影響を調べ

たものが Fig.9である.

e>0なるとき歯菅は盛られて凸なる曲線となる.

11
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モ<0 なるとき歯背はえぐちれて凹なる曲線となる.

Fig･9

叩

仁
高

村

S
･

⊥T一

0.5-

d) Z)α,yわの影響

･∂-0,e-o･ス-i

として yaと リ1,の低を横々変じてその影響を tanγについて調べたものが Fig･10である･

yaだyb なるときは tanγは一定壱な り,従って歯青棒は琴線となる.

yu>yb なる場合は歯常は盛 られて凸なる曲線と-hli)

yaくレわ たる場合は歯菅はえぐられて凹たる曲線となる.

111



砂原 :日新目立磯に-よる帯鋸及歯型の形成について

e) 種々なる歯型の例 ､ ､ち

実際には ra,rbが一定で (即ちカムが定まると其の大小即ま決るか ら)参り,琴つて調節し

うる㊨は之れに対するa,b即ち亦 aJ,bJであーる.

更に aJは選 りのピッチPをこよって

2P二,2a′>P
たる制限を受けているから alを ,

a･-ip 即ち 2a′-1･5P′

と言う一定の値広とり,従って yaも一定とたる･から今

ya-2

ととって,/Zれに対して Le, ya従って亦 Aを変化やしめたときに生ずる歯型を実際に.p-1.と

してえがいたものが附図の歯型 Fig･ll-F.ig･19で率る.侍図年記入した諸数値中 S と記した

のは歯喉面積である.

10･む . .す. ぴ~

旦上考察して乗を所を要約してみ考と.,-.前昼中如き日立横の構造竿は
1) 金剛砂の上蔀 位債と途 りの弧の最前進点と′が一致するよう,た機構ではピッチのむらは修正

さ推ない.~しかし歯高や歯脊角等ぼ修正加土され畠. ～

2) 金剛砂の上寺位車と途 りの爪の最前進位置との間隔が平均戸 車pプまる̀ときは結局ピッチ【 ■ ･ ■･

はイ断Eさ叫てむら示な_は り,,すべて等しくPと亘 り歯高や碍管角も∵定となる.ド.

3) 歯喉を研削中にカが加って双が多少途られるから歯境線が直線とな りにくい政教の押へに

対策を必要とする.､ 1

4) 歯青線を表す式汰 (9)(5)及び (8)式即ち11

13:



木 材 研 ,究 俸7号 :(昭26)

XSA(o)+B(o)sing+rsinγ

y== B(のcos∂-rcosγ

A(o)-at(-cos･J
B(め-b′†-cos(0+E)

tanγ音 溝 ･

によって与えられる.

5) 歯脊角 γOは

B'(Oo)
tanγosAT7て両

cos宙

cos♂

-sin2(o+e)

で与えられるが此の β｡は歯頂をあたえるβの値でる.

6) 歯喉練は e,b′,rわ′叱無関係に

y-孟 京 Ⅹ-a′-1･a′) +義
で泰わされる.

7) 歯背紋の傾きさ- 体 境 によって決まり･

るのは

歯菅が盛られて歯青線が凸なる曲線にな

e>0或は ya> yT,

たるときであり

eく0或は yaくyb
なると草はえぐられて歯青線は凹なる曲線となる. 争

(附 託) 本研究は文部省科学研究費により行ったものである.倍絶えず研究に対し御配慮にあづかつている

所長梶田教授に対して厚く感謝め意を表するものである.

Resume

i
Theanalysisofthemechanism of'shapimgL･tもeth-byaarta'utomaticsharpe･

nerofband-saw blade◆explained′inthisJpaper､is-gummarised;aTsfollows

l) Insuchamechanism asthel享nealong.:which･thegrindingwheelgoes

upanddowncoincides.with･themostadvancedpointofthefeedfinger･irre･
gularityamongpitchesofabladecannotbecorrected. Ontheotherhand,

irregulariryofteethheight,-and clearance angle willb占 vanished and they

becomeuniform

2) Whenitisequaltoollepitchthedistancebetweenthelineallorigwhich

thegrindingwheelgoesllpanddown,早ndthemostadvancedpointofthefeed

14



砂原 :良軌日立横による帯鋸及歯型の形成について

finger,irregularityamongpitchesisableto-becorrected,.andallpitchesas
☆ellasallteethandcrle'arandも:-angle畠もeとorheuniform.

3) lpgrindingthroat,thebladeisliabl占一̀to～LbefedA･:littlebythecompo･
nentforceofgrindingforx:e.Consequentlyitis-difficultforlinearthroatline

tobemade.Sowe should device.to fix the blade_irlprocessOfgriqding

throat.

4) Theparametricequation､for''the～back lin占roft80ih ispresented as

follows.

Ⅹ-A(め+B(のsin∂+rsinγ

y=コ B(0)cos8-LrCOSγ

A(め-a′

B(e)-b'
I

1

-cosO+

-cos(♂+ど)十
tanγ ご覧禦
瓦7両 ●.,B′(0)

tanγoごA祈53●

-sin2β

こsin2(♂+ど)

here

--＼り 1+云覇 sinS

♂:parameter,rotationangleofcam
E:di仔erencebetwse,n'the,rotationangleofcam GandthatofH-▲-
ra′,rb′:the quantity.deduced respectively from ra,rbthe rLadiusof

circularcam G andH

a′,b′:thequantitydeduced respectively from a,bthe distance from

the占enterofcircular,CantJGandH >totherotationcenterofcam,and2a′,
2b′areequalto√-reclprOCatingdistanQ.Q･

r_:radiusofsemi-Circleattheedgeofgrindingwheel

5)Thecle.aranceangleorbackangle､γobispresentedby

B′(oo) cos∂ ､

1･A% 1-sins

1-

B'(eo) b'sin(eo+E)
A'(Oo)- a'T sin0.

here

Ooisthevalueofo

6) Theequation

cos(0.+E).

-sin2(O｡+E)

correspondentto-thetopoftooth

ofthroatlineispresented_by

y-読 (冗-a′-ra'H sTa-5

7) ThegradientofbacklineismainlydecidedbythevAlue｡fl≦k/
a′●

Wh enitisE>O or.ya(-ri)>yb(-寺),thebacklineisproducedconvexly.
●

15
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And.､wheneくOorya> いトCOnCaV与1y.

8) InaddendaIhaveanaly-S叫 several､typicalforfnSbOf､t,90th. タThere,all1

form苧havesomecommo平dimensipn軍,一ttIat〈is-

二2a′-1･5P,tan∂- i-･Jr鴇 pandルa-ニ21
whileeanとFyb aregivensomekindsof-value

Thetooth-formsthusobtainedareshownin_attachedplates

附 図

Aご/
己= C

Fig･ll

h-i
Jdニ0.22/

lnC) 6=/I+-2r 炉 阜Tv ･taT?r/
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0.5
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